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	ニドジェン1(NID1) ホモ・サピエンス この遺伝子は、基底膜糖タンパク質のニドジェンファミリーに属するタンパク質をコードする。このタンパク質は基底膜の他の複数の構成要素と相互作用し、細胞と細胞外マトリックスとの相互作用において役割を果たしている可能性がある。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：硫酸化糖タンパク質。基底膜に広く分布し、ラミニンと密接に結合している。また、コラーゲンIVおよびパールカンにも結合する。細胞と細胞外マトリックスとの相互作用に関与していると考えられます。,PTM:N 型および O 型グリコシル化されています。,類似性:NIDO ドメインを 1 つ含みます。,類似性:ニドジェン G2 ベータバレルドメインを 1 つ含みます。,類似性:チログロブリン 1 型ドメインを 1 つ含みます。,類似性:LDL 受容体クラス B リピートを 4 つ含みます。,類似性:EGF 様ドメインを 6 つ含みます。,サブユニット:FBLN1 および LGALS3BP と相互作用します。,
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	K562細胞ライセートのNID1抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

